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杉山●それでは、キーノート・スピーチを鳥取大学地域学部教授の野田邦弘先生にお願い

いたします。野田先生は、横浜市の職員として文化行政に関わっておられ、2003年のクリ
エイティブシティ・ヨコハマ」の策定、その後の「横浜トリエンナーレ」などの開催を担

当されました。現在は鳥取大学教授として、文化政策や創造都市論を専門にされておりま

す。 
 

キーノート・スピーチ 
「創造産業とアーティスト・イン・レジデンス」 

 
日時	
 	
 2016年 10月 22日（土）13:20~13:40 
場所	
 	
 滋賀県立陶芸の森 甲賀市信楽産業展示館ホール 
語り手	
 野田邦弘（鳥取大学地域学部教授） 
 
「欧州文化首都」は、1985年にギリシャのアテネで「芸術のオリンピック」としてはじま
り、いまもつづいているプログラムです。ヨーロッパの指定された都市が 1年をとおして
文化事業をつづけるプログラムです。 
	
 この開催都市のなかで、うまくいった都市では地域の活性が見られます。たとえば、都

市の知名度が上がることで、市民がシビック・プライドをより強くもつようになります。

とくに知識労働者、つまりクリエイティブな人びとにその効果が大きいことが明らかにな

りました。欧州文化首都の開催は、「創造産業」や「創造階級」を吸引するマグネットの役

割があると考えられるのです。さらに、社会包摂機能があるとも指摘されています。 
	
 こういう流れから「創造都市（クリエイティブ・シティ）」という考え方が、1990年代
の半ばくらいから出てきました。 
 
	
 〈資料 6〉は、20世紀の 100年間にアメリカの農業やサービス業、力仕事などの労働に
従事する人口がどう変化したかを示すグラフです。 
	
 リチャード・フロリダという研究者は、「創造階級（クリエイティブ・クラス）」という

概念を提唱しました。科学者や芸術家、医師、弁護士などが創造階級で、アメリカには 30
パーセントもいると指摘しました。そして、そのような創造階級がたくさんいる地域は発

展し、彼らから見放されている地域は衰退すると考えました。都市経営の側には、「こうい

う創造階級をいかに引きつけるか」という魅力づくりが問われるのです。これが新しい経

済、つまり「創造経済（クリエイティブ・エコノミー）」の考え方につながるのです。そこ

では、新しいアイデアをどう生みだすかが重要な要素になります。 
 
	
 ピーター・ドラッカーは、知識はもっとも重要な経営資源であるといいました。しかし、

知識は創造性の道具や材料にすぎません。現代の経済の本質は、「知識経済」よりも「創造

経済」というほうがより正しいだろうと、私は考えます。 
	
 ここでいう「創造経済」の特徴は、所得を増やし、雇用を増やし、輸出収入を増やすこ

とです。その結果、社会的包摂、文化的多様性、人的能力開発などを押し進めることにな

ります。課題もあります。それは中間層が欠如することです。少数のグローバル企業が勝

利するいっぽうで、たくさんのローカルな微小企業も存在するという二極分化が起こりま
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す。「創造経済」ではなにがヒットするかわからないし、Winner-takes-all──勝者が総取
りするマイナス面もあります。 
	
 もう一つの特徴はクラスター化することです。人びとが集い、集積するのです。クラス

ターの知識と専門性は、企業やプロジェクトの枠を超えて絶えまなく地域内で循環し、更

新されます。そうすることで、その産業の最先端にいることができるのです。また、クラ

スター化はイノベーションを刺激します。この考え方をいち早く政策として実行したのが、

イギリスのトニー・ブレア政権でした。〈資料 13〉にあげている 13の職業分野が、イギリ
スが定義するクリエイティブ産業です。 
 
	
 〈資料 14〉具体的な都市の事例を見てゆきましょう。フランスのナント市は、造船業を
基幹産業にしていましたが、日本や韓国との競争に負けてしまいました。そんなときに、

ジャン＝マルク・エロー氏が市長になり、約 20年間市長を務めます。彼は、任期中に市
の予算の 10パーセント以上を文化の分野に投入します。たとえば、ビスケット工場をア
ート・センターにつくり替えるなどをしました。 
	
 ナント市にはロワイヤル・ド・リュクス（Royal de Luxe）という大道芸人集団があり
ます。その関係で、かつての造船所はいま、船ではなく人形をつくることになりました。

商工地が観光地になっているのです。しかも、彼らはこの人形とともに世界ツアーまでし

ています。この結果、ナント市の評価は上がり、いまではフランス人が住みたいまちナン

バーワンに選ばれるまでになりました。 
	
 エロー市長は、フランソワ・オランド大統領のもとで 2012年から 2014年までフランス
の首相をも務めました。 
 
	
 ユネスコは「クリエイティブ・シティ・ネットワークを 2004年にスタートさせました。
いま、世界の 116都市が加盟しています。〈資料 15〉は中国と日本と韓国の加盟都市の表
です。いちばん上は工芸と民衆芸術のジャンルです。日本政府も、創造都市の取り組みを

7年前からはじめました。日本の創造都市ネットワークは、2013年に立ちあがりました。
現在は 77の都市が加盟しています。このネットワークに加盟していますと、いろいろな
情報交換ができます。まだ入っておられない県市町村がございましたら、ぜひ加入を検討

していただければと思います。 
	
 このユネスコのネットワークをベースとしつつ、一昨年から「欧州文化首都」の東アジ

ア版として「東アジア文化都市」がはじまりました。ことしは奈良で開催しています。 
「創造経済」では、まずクリエイティブの活動が起こり、そこから新しい産業が生まれる

というモデルを考えています。 
 
	
 最後にアーティスト・イン・レジデンスについて述べたいと思います。日本では現在、

たくさんのビエンナーレやトリエンナーレが生まれていますが、かならずアート・プロジ

ェクトを取りいれています。そこではアーティスト・イン・レジデンスというスタイルを

採用しているのです。これにどういう効果があるかを、三つにしぼってお話ししたいと思

っています。 
	
 まず、アーティストには新しい創作の環境が提供されることになります。〈資料 22〉第
二に、そうすることで、アート・コミュニティに専門的な、人的なネットワークが拡がり
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ます。アート・コミュニティのなかに新しいネットワークが生まれて、それがまたアート・

コミュニティを活性化するのです。〈資料 23〉第三は、地域住民にたいする効果です〈資
料 24〉。アーティスト・イン・レジデンスでは、かならず地域住民に開かれたオープン・
スタジオや交流プログラムが用意されます。そのなかで住民はアーティストと交流します。

日ごろは出会うことのないアーティストとの交流は、地域を活性化する、地域を元気にす

ることにつながる可能性があります。 
	
 〈資料 25〉は、社会学では有名な図式ですが、ロバート・パットナムの「社会関係資本
（ソーシャル・キャピタル）」という考え方です。アーティスト・イン・レジデンスは、コ

ミュニティとコミュニティとをつなぐボンディング型、あるいは橋渡し型のソーシャル・

キャピタルに相当すると思います。 
	
 かつてのアーティスト・イン・レジデンスというと、時間と場所の観点からアーティス

トに場所を一定期間提供してサポートするかたちだったと思います。しかし、現在ではそ

れにくわえて、地域資源の観点が入っています。 
	
 鳥取県では、「鳥取藝住祭」というプログラムを展開しています。〈資料 30〉県内の 10
か所くらいの地域の住民たちが一つのグループを形成し、空いている場所を見つけるとそ

こに自分たちの決めたアーティストをよび、アーティスト・イン・レジデンスにするプロ

グラムです。国内・国外からたくさんのアーティストが滞在して作品をつくっています。

名前のとおり、芸術家に住んでもらうことが最終的なゴールですが、まずは制作環境を提

供することを主催の目的としています。 
	
 アーティスト・イン・レジデンスを展開することは、先ほど申しました「創造階級」が

集まるきっかけとなります。これが「創造都市」や「創造農村」というクリエイティブな

地域づくりにつながると考えられます。信楽などで、すでにできつつあると考えられます。

日本でもアジアでも、こういう動きがどんどん加速しているのです。 
	
 こういう考えをみんなで議論しながら、創造的な地域づくりに役だててゆけたらと思い

ます。ご清聴ありがとうございました。 
 
 
杉山●本日のシンポジウムの副題「アーティスト・イン・レジデンスの可能性とその評価」

に沿ったキーノート・スピーチでした。レジデンスの形成には時間がかかるかもしれませ

んが、うまくゆけば産業の振興につながるというご提言であったと思います。ありがとう

ございました。（了） 
 

〈資料 1〉 
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〈資料 26〉
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〈資料 30〉 


